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Abstract
　This study reconstructed the paleoenvironment and paleo-water depth using the fossil ostracod assemblage 
from Mazukari shell mound in Minamichita Town, Aichi Prefecture, central Japan. Six species in 5 genera of 
ostracods were identified for the first time. The sand species were found to be most dominant with minor amount 
of inner muddy bay species. We estimated the paleo-water depth of approximately 12 m at approximately 9600 to 
8600 cal BP based on modern ostracod data from Ise bay. Meanwhile, fossil ostracods were found in only 8 adult 
specimens, suggesting that the sea level curve was higher than in the previous study.
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1．はじめに
20世紀以降、地球温暖化に伴う氷河氷床融解によって海水面が上昇しており、今後数百年に渡っ

て海水面の上昇が予測されている（e.g., IPCC, 2019）。急激な海水面の上昇が起きた場合、沿岸域の
低地帯の水没などが考えられ、人間社会維持のためにも海水面変動の予測は重要な課題である（e.g., 
菅沼ほか, 2020）。特に、汎世界的に約12000–7000年前にかけて急激な海水面上昇が地質学的研究に
よって報告されており（e.g., Fairbanks, 1989），この時期の海水面を復元し，今後の地球変動予測に貢
献することは重要である。愛知県知多郡南知多町には縄文時代の貝塚が多数分布する。その中でも
先苅貝塚は、縄文早期からの古環境や人間活動などの重要な記録を持つ可能性があるが（e.g., 北里, 
1980; 松島・北里, 1980; 前田ほか, 1983）、古環境復元に関する研究はあまり行われていない。そこで
本研究では、先苅貝塚のボーリング掘削調査時に採取された試料に含まれる貝形虫化石の採取同定
を行い、当時の古環境および海水面の復元を行った。

2．分析で用いた試料
本研究で用いた試料は、1978年に愛知県南知多町で行われた先苅貝塚調査によって得られたボー

リングコアの1試料（第5地点，No. 17；山下，1980）である（Fig. 1）。採取ボーリングコア試料の岩相
や年代測定については先行研究で明らかにされている（松島，1980a, b, c）。分析試料は、乾燥試料を
秤量後、250メッシュの篩（開口径：0.063 mm）上で十分水洗した。残渣試料は恒温乾燥器で乾燥させ、
砂粒子サイズより粗粒な画分を回収し、その乾燥重量を計量した。その後、90メッシュの篩（開口径：
0.125 mm）を用いて選別し、粗粒堆積物から全ての貝形虫化石を抽出した。
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本研究で対象とした貝形虫は節足動物甲殻亜門に属
する1綱で、堆積物中に長期間保存される1 mm前後の2
枚の石灰質殻をもち、進化速度が遅く、生息範囲が局
所的で多産する。そこで、貝形虫化石は現生種の生態
情報に基づき、過去の環境や海水準変動の復元に多く
用いられている（e.g., Irizuki et al., 2001, 2015; 佐々木ほ
か，2020）。

3．結果及び考察
本研究では、先苅貝塚から初めて5属6種の貝形虫化

石合計8個体を確認した（Fig. 2，Table 1）。産出した貝
形虫は主に砂底に生息するCytheromorpha acupunctata, 
Loxoconcha uranouchiensis, Pontocythere subjaponicaが優
占した。松島（1980d）によると同年代の試料から産出
した貝化石群集より入江環境であったと報告している。
加えて、北里（1980）は、同年代の試料から産出した有
孔虫化石群集より内湾泥底環境であると報告している。本研究で産出した貝形虫化石には内湾泥底
に主に生息すると考えられているSpinileberis quadriaculeataも確認した。従って、当時の先苅貝塚周
辺は、内湾砂泥底環境であったと推定した。

Bodergta and Ikeya（1988）は、先苅貝塚の近くに広がる伊勢湾における現生貝形虫分布について報
告した。この研究結果によると、本研究で産出した6種の貝形虫の内3種が多くの地点で確認されて
いる。これらの3種（C. acupunctata, P. subjaponica, S. quadriaculeata）の貝形虫が確認された水深はそ
れぞれ6.7～33.3 m、10.3～33.3 m、6.7～28 mであった（Fig. 3）。さらに、伊勢湾においてこれら3種
の現生貝形虫が1つの試料から確認できた地点は、水深12 mで採取された1地点のみであった。従っ
て、伊勢湾における水深12 mで採取した現生貝形虫群集と本研究で産出した貝形虫化石群集は、類
似していると考えられ、この試料採取水深を貝形虫化石が産出した約9600～8600 cal BPの古水深と
仮定した。本研究の試料採取標高は–15～–20 mに相当することより、当時の海水面は現在と比較し
て–3～–8 mであると考えられる。前田ほか（1983）によると当時の海水面は–12 mと報告されており、
本研究と比べ低い海水準を示す。本研究で産出した貝形虫化石は成体のみであり、幼体の貝形虫は
確認できなかった。加えて試料1 gあたりの個体数も少ない（Table 1）。さらに、池谷・塩崎（1993）
によると、C. acupunctata は水深2 m以浅に優占すると報告されている。微化石を用いた古環境や海
水準の復元では、1つの試料から約200～300個体の化石標本を採取し、現生アナログ法やQ-モードク
ラスター分析など統計学的手法を用いて当時の環境を復元する。しかし、本研究では、先行研究の
産出記録から簡易的に古環境を推定した結果であり、本研究で推定した古水深より浅い可能性は十
分に考えられる。一方，先苅貝塚において貝形虫化石が初めて確認されたことは古生物地理学的な
研究や古海洋学的研究には重要である。今後、本研究試料の上下の層準に相当するボーリングコア
試料を分析し、連続的に貝形虫化石群集分析を進め、先苅貝塚周辺の詳細な古環境や海水準の復元
を行う予定である。
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Fig. 1.  Location maps modified from Matsushima 
(1980a). The black, white, and gray colors 
show sea and land areas at the present, and 
sea area ca. 6000 years ago, respectively.
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Fig. 2. SEM photographs of the selected ostracod species.  
1, Aurila disparata Okubo, 1980, adult right valve; 2, Cytheromorpha acupunctata (Brady, 1880), adult left 

valve; 3, Loxoconcha optima Ishizaki, 1968, adult right valve; 4, Loxoconcha uranouchiensis Ishizaki, 1968, 
adult left valve; 5, Pontocythere subjaponica (Hanai, 1959), adult left valve; 6, Spinileberis quadriaculeata 
(Brady, 1880), adult left valve. 

 

Fig. 3. Water depth ranges of three ostracod species based on a previous paper (Bodergta and Ikeya, 1988). 
 

Table 1 Occurrence list of Holocene fossil ostracods from the study sample collected from Mazukari shell mound. 
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